
 

名
護
市
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
に
抗
議
す
る

第
四
二
回
県
民
大
行
動
（
主
催
・
オ
ー
ル
沖
縄

会
議
）が
、
六
月
一
日
（土
）に
米
軍
キ
ャ
ン
プ
シ

ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
開
催
さ
れ
、
雨
天
の
中
五

五
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

挨
拶
で
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
平
和
を
訴
え
る

「ピ
ー
ス
・キ
ヤ
ン
ド
ル
」
を
二
〇
年
間
家
族
で
続

け
て
き
た
瀬
嵩
出
身
の
大
学
四
年
生
の
渡
具
知

和
奏
さ
ん
が
体
験
を
語
り
ま
し
た
。 

二
歳
か
ら
家
族
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
「二
〇
年
間
の
半
分
は
活
動
の
意

味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
語
り
、
考
え
方
が
変

わ
っ
た
の
は
機
動
隊
に
語
っ
た
「
子
ど
も
た
ち
の

自
身
に
も
関
わ
る
こ
と
だ
。
そ
の
未
来
を
親
が

一
緒
に
守
ら
な
い
で
ど
う
す
る
か
！
」
と
言
い

放
っ
た
父
親
の
言
葉
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
学
生

活
で
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
で
沖
縄
の
平
和

運
動
を
伝
え
る
等
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
に
で
き

る
こ
と
で
、
「
自
分
達
が
平
和
を
伝
え
る
番
」
と

参
加
者
を
力
強
く
励
ま
し
大
き
な
拍
手
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。 

 

新
基
地
建
設
に
反
対
し
、
辺
野
古
周
辺
の
住

民
が
起
こ
し
た
訴
訟
で
は
、
福
岡
高
裁
那
覇
支

部
が
一
審
判
決
を
取
り
消
し
「
原
告
適
格
」
を

認
め
ま
し
た
。
代
理
人
弁
護
士
の
赤
嶺
朝
子
弁

護
士
は
、
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
の

に
五
年
か
か
っ
た
が
、
闘
わ
な
い
と
得
ら
れ
な
か

っ
た
」と
評
価
し
ま
し
た
。 

米兵による少女暴行に、怒りのスタンディング！！ 
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新基地阻止へ連帯確認! 県民大行動 来月は10周年 

雨
天
の
中
五
五
〇
人
余 

国の違法を問う実体審理に門を開

く画期的判決！国は上告するな！ 
 

5 月 15 日、福岡高裁那覇支部(三浦

隆志裁判長)は、辺野古埋立承認を巡る

「知事の撤回を支持する住民の抗告訴

訟（2019 年提訴）」の控訴審で、住民 4

人の原告適格を認める判決を下した。原

告適格を否定して一審判決を取り消し、

那覇地裁に審理を差し戻す判断を行っ

たのである。これまで辺野古を巡る

訴訟は県と国の訴訟も含め、ことご

とく門前払いされてきた中で画期的

判決であり、地に落ちた司法への信

頼回復の第一歩でもあった。原告

団・弁護団、そして傍聴に訪れた多

くの市民・県民は、めったにない

 高裁那覇支部が原告適格認める！ 辺野古訴訟で初めて！       

              「勝訴」の喜びに沸いた。むろん、

判決は入り口を開けただけであり、

知事の撤回を取り消した国土交通大

臣の裁決の違法性を問う裁判はこれ

からである。高裁で敗訴した国は最高

裁に上告して逃げるのではなく、正面か

ら訴訟に向き合うべきであり、また、那

覇地裁には今後、三権分立を踏まえた

正当な審理・判断を求めるものである。             

（住民の訴訟原告団事務局・浦島悦子) 

住民の原告適格を認めた高裁判決
に対し国が上告受理申し立てをし
たことに強く抗議する！(声明文) 

 
国は 5月 28 日午後、5 月 15 日の福岡高

裁判決を不服として、最高裁に上告受理の
申し立てを行った。 
本訴訟は、国が沖縄県民の民意や地方

自治をも踏みにじり、生物多様性の宝庫で
ある辺野古・大浦湾の自然と周辺住民の生
活を破壊する辺野古新基地工事、そのため
の埋め立てが、公有水面埋立法に照らして
合法なのか、沖縄県の埋立承認撤回を行政
不服審査法により取り消した国交大臣の裁
決が合法なのか否かの審理と判断を求める
ものである。 
国は、実質審理の中で自らの正当性と適

法性を、真正面から正々堂々と主張し、司
法の判断を仰ぐべきである。 
最高裁に対しては、高裁判決によって開

かれた実質審理への扉を再び閉ざすことの
ないよう、国の上告を受理しないことを要請
する。 
ヘリ基地反対協議会・住民の訴訟原告団 

昨
年
一
二
月
に
米
空
軍
兵
が
沖
縄
県
内
の
少
女
に

性
暴
力
を
ふ
る
い
、
今
年
三
月
に
起
訴
さ
れ
七
月
に

初
公
判
を
控
え
て
い
る
こ
と
が
、
六
月
二
六
日
の
報

道
で
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
強
い
憤
り
と
悲
し
み
を
感
じ
た
女
性
た

ち
の
呼
び
か
け
に
、
名
護
・
今
帰
仁
・
本
部
・
東
村
な

ど
か
ら
約
四
〇
人
余
が
そ
の
日
の
夕
方
、
名
護
市
の

「洋
服
の
青
山
」前
の
交
差
点
で
抗
議
し
ま
し
た
。 

国
頭
郡
区
か
ら
県
議
に
初
当
選
し
た
儀
保
ゆ
い
さ

ん
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
参
加
。
「
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
思
い
出
し
た
の
は
、
金
武
に
住
む
同
年
代
の
女
性
か

ら
聞
い
た
話
で
す
。
『
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
周
り
で
は
米

兵
に
よ
る
性
的
暴
行
事
件
は
あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
を

大
人
は
声
を
出
す
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
大
人
に

な
り
今
に
な
っ
て
や
っ
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
』 

今
回
の
事
件
も
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
女
性

た
ち
の
声
を
無
視
し
て
沖
縄
の
振
興
を
進
め
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
女
性
た
ち
の
犠
牲
の
上
に
沖
縄
の
経
済

を
成
り
立
た
せ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
少
女
が
受
け
た
こ
と
を
思
う
と
言
葉
に
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
事
件
は
少
女
だ
け
で
な
く
家
族
、
そ
の

友
人
も
傷
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
基
地
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
名
護
市

で
進
め
ら
れ
て
い
る

辺
野
古
の
新
基
地

建
設
も
大
人
の
責

任
で
止
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
事
件

が
六
カ
月
余
り
も

県
民
に
知
ら
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
対

し
て
「
沖
縄
県
民
馬

鹿
に
し
て
い
る
」
、

「
怒
り
心
頭
！
」
と

参
加
し
た
方
々
が

次
々
と
声
を
あ
げ

ま
し
た
。 

       


